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蕊
令
和
四
年
度
の
総
会
及
び
記

念
講
演
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
三

年
連
続
で
中
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
の
事
業
計
画

も
ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
ず
残
念

で
す
が
、
今
年
の
後
半
は
、
少

し
で
も
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
三
年
十
一
月
は
琵
琶
湖

発行責任者
藤本一也

大津市雄琴

2丁目

平
成
六
年
九
月
渇
水
時
の
半

分
く
ら
い
の
出
現
で
し
た
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
朝
日
・
毎
日
放
送
の

た
め
、
坂
本
城

の
石
垣
が
出
現

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
会
が

発
足
し
て
か
ら

初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
、
実
際

の
石
垣
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
、

大
変
喜
ん
で
い

ま
す
。

／亨冒司ら･･-5~石~言~旨、

の
異
常
渇
水
の

ヘ

陣本葵更期札|坂本観光協会が雲湿た坂本"］

、

取
材
放

映
、
新

聞
各
社

の
取
材

報
道
が

あ
り
、

「
騏
麟

が
く
る
」

の
影
響

も
あ
り
、

多
く
ゞ
の

人
々
の

関
心
が

御朱印巡り行事では、神社やお寺

の御朱印を6枚集めると、当会の

作成した御城印札が贈呈され、坂

本を訪れた人に好評であった。

殺
到
し
ま
侮
陣
腱
縢

学 か 県 高
定士

者ら内＄
〆

が見外、
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し
た
。公

園
駐
車
場
が
満
杯
で
利
用

で
き
ず
、
道
路
渋
滞
が
起
こ
り

大
混
乱
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

駐
車
場
閉
鎖
の
対
策
が
と
ら
れ

ま
し
た
。

私
た
ち
の
公
園
で
の
ガ
イ
ド

も
大
変
な
状
況
と
な
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
石
垣
を
目
の
当
た

り
に
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
う
れ
し
い
こ
と
で

し
た
〕
ま
た
い
つ
の
日
に
か
、

石
垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
同

’

口
可
Ｆ

内
容
鮒

’

私
た
ち
坂
本
城
を
考
え
る
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
メ
ン

バ
ー
は
、
平
成
二
五
年
か
ら
土
、

日
、
休
日
に
坂
本
城
祉
公
園
に
、

全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
ガ

イ
ド
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

観
光
客
は
坂
本
城
の
遺
構
を

期
待
し
て
訪
ね
て
き
ま
す
が
、

石
垣
も
水
に
隠
れ
て
見
え
ず
、

説
明
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
坂
本
城
の
縄
張
り
で

す
。
坂
本
城
は
伝
承
に
よ
り
、

こ
の
辺
り
に
城
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
確
か
で
あ
り
ま
す
」
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旧
道
と
東
南
寺
川
が
交
差
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
に
光
秀

る
と
こ
ろ
に
、
坂
本
城
跡
の
碑
が
重
臣
を
集
め
政
治
を
行
う
御

が
大
正
四
年
に
建
て
ら
れ
て
い
殿
が
、
ま
た
宣
教
師
ル
イ
ス
フ

ま
す
。
し
か
し
長
い
間
、
城
の
ロ
イ
ス
や
京
都
の
公
家
の
記
録

詳
細
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
ず
、
に
よ
る
大
天
守
、
小
天
守
を
持

昭
和
五
四
年
に
こ
の
土
地
の
所
つ
本
丸
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

有
者
の
会
社
が
、
施
設
を
建
築
ま
す
。

す
る
の
で
、
発
掘
調
査
が
行
わ
二
の
丸
は
陣
屋
、
武
器
庫
等

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
礎
石
の
軍
事
施
設
、
米
蔵
、
薪
蔵
等

建
物
跡
が
三
棟
》
掘
立
柱
建
物
の
倉
庫
群
が
あ
り
、
三
の
丸
は

跡
が
一
棟
井
戸
等
の
遺
構
が
検
重
臣
の
屋
敷
（
侍
屋
敷
）
が
あ
っ

出
さ
れ
、
さ
ら
に
国
産
陶
器
、
た
と
さ
れ
、
琵
琶
湖
水
を
引
き

、
入
れ
た
外
堀
、
中
堀
、

一
旬

ア
す
学
子
鰐
鵡
柵

イ
，
瞭
凱
》
囎
仙
咽

這

》
伽
羅
》
城
を
築
城
す
る
当
時

剃
辞
職
》 中

国
陶
器
、

瓦
等
の
遺

物
が
出
土

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の

滋
賀
越
え
（
山
中
古
道
）
を
通
一

り
京
の
都
に
運
ぶ
た
め
の
港
町
｜

と
し
て
大
い
に
栄
え
て
い
ま
し

昨
一
別
峠
鑑
吐
薮
蓉
奉
延
耐
詩
帥
一
一

わ
せ
て
二
万
人
を
超
え
る
人
口
一

を
誇
り
、
近
畿
で
は
京
都
、
堺

に
次
ぐ
三
番
目
の
都
市
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
１
５
７
０
年
（
元

亀
元
年
）
志
賀
の
陣
が
勃
発
し

坂
本
一
帯
が
戦
場
に
な
り
ま
し

た
。
信
長
軍
は
、
三
好
勢
や
石

山
本
願
寺
を
攻
め
に
摂
津
（
大

阪
）
に
出
陣
し
て
い
る
隙
を
つ

い
て
浅
井
・
朝
倉
軍
が
三
万
の

兵
で
京
を
目
指
し
て
湖
西
を
南

下
し
、
坂
本
に
侵
攻
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、
宇
佐
山
城
主

で
あ
っ
た
森
可
成
（
森
藺
丸
の

父
）
は
、
近
江
を
守
っ
て
い

た
兵
約
三
千
人
を
集
め
て
応
戦

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
比
叡
山
の

僧
兵
も
浅
井
・
朝
倉
軍
に
つ
い

た
た
め
、
森
軍
は
千
人
と
い
わ

れ
る
戦
死
者
を
出
す
敗
戦
と
な

り
、
森
可
成
も
比
叡
辻
あ
た
り
一

で
討
ち
死
に
し
ま
し
た
。

摂
津
の
陣
を
撤
収
し
て
急
き
ょ

戻
っ
て
き
た
信
長
軍
約
三
万
人

は
、
比
叡
山
を
取
り
囲
む
よ
う

に
平
地
に
陣
取
り
、
浅
井
・
朝

峠
輯
霊
列
瑚
灘
噸

約
三
か
月
間
小
競
り
合
い
が
あ

り
な
が
ら
、
に
ら
み
合
い
が
続

き
、
将
軍
足
利
義
昭
の
仲
介
で

和
睦
が
成
立
し
て
両
軍
は
撤
退

し
ま
し
た
。
こ
の
時
延
暦
寺
は
、

浅
井
。
朝
倉
軍
に
味
方
し
た
た

め
信
長
の
怒
り
を
買
い
、
翌
年
一

の
比
叡
山
焼
き
打
ち
に
つ
な
が

り
ま
す
。
‐

猿
燕
城
築
馴
幽

／
魔
“
“
零
叩
哩
恥
部
》
叩
》
唖
》
恥
》
》
》
帥
に
陀
跨
知
や
咄
』
”
』
》
皿
に
卜
に
卜
に
い
過

比
叡
山
焼
き
討
ち
後
、
１
５
７

２
年
（
元
亀
３
年
）
、
光
秀
は

信
長
に
滋
賀
郡
の
支
配
（
５
万

石
の
領
地
）
を
命
じ
ら
れ
坂
本

城
を
着
工
し
ま
す
。
坂
本
は
交

通
の
要
所
で
あ
り
、
琵
琶
湖
交

易
の
確
保
と
延
暦
寺
の
監
視
の

た
め
の
築
城
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。光

秀
は
坂
本
城
を
本
拠
に
し

て
信
長
の
命
を
受
け
、
滋
賀
郡

の
支
配
や
い
く
つ
か
の
信
長
の

戦
に
動
員
さ
れ
る
な
ど
、
忙
し

く
働
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
５

７
５
年
に
丹
波
の
平
定
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。
１
５
７
９
年
よ

う
や
く
丹
波
（
２
９
万
石
）
を

〆

し
か
し
１
５
８
２
年
（
天
正

十
年
）
理
由
に
は
い
ろ
い
ろ
な

説
が
あ
り
ま
す
が
、
本
能
寺
で

信
長
を
打
ち
ま
し
た
。
（
本
能

寺
の
変
）
と
こ
ろ
が
山
崎
の
合

戦
で
秀
吉
に
敗
れ
、
そ
の
夜
、

勝
竜
寺
城
を
脱
出
し
坂
本
城
を

目
指
し
て
山
科
の
小
栗
栖
ま
で

来
た
と
こ
ろ
で
落
ち
武
者
狩
仰

に
会
い
、
命
を
落
と
し
ま
し
た
．

坂
本
城
を
守
っ
て
い
た
明
智
左

馬
之
助
秀
満
は
秀
吉
軍
の
攻
撃

を
受
け
、
坂
本
城
は
炎
上
。
落

城
し
、
光
秀
の
坂
本
城
は
約
十

年
で
役
目
を
お
え
ま
し
た
。

平
定
し
、
領
主
と
し
て
善
政
升

行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

そ
の
後
、
丹
羽
長
秀
に
よ
り

再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
５
８

６
年
浅
野
長
吉
に
よ
り
大
津
城

に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
秀
吉
が

大
阪
城
を
築
城
し
、
政
治
の
中

心
が
大
阪
、
伏
見
に
移
り
、
大

津
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
た
め

で
す
。
こ
の
時
、
城
の
部
材
や

石
垣
は
ほ
と
ん
ど
大
津
城
に
運

一
癒
能
寺
の
変

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
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ア
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
浜
ゾ
庇
ｒ
’
一

ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
坂
本
城
の
遺
構
と
し

て
聖
衆
来
迎
寺
の
表
門
と
と
も

に
、
平
成
６
年
の
琵
琶
湖
大
渇

水
の
時
に
発
見
さ
れ
た
石
垣
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
も
は
水
に
隠

れ
て
い
る
た
め
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
当
時
の
写
真

を
使
っ
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
令
和
３
年
に
も
渇
水

が
お
き
、
今
回
現
れ
た
石
垣
は

城
の
南
東
の
角
に
当
た
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
新
た
に
撮
っ

た
写
真
を
使
い
、
説
明
を
し
て

い
ま
す
。
概
ね
観
光
客
か
ら
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。

β
ｒ
倒
例
〆
〆
例
創
〆
引
例
〆
Ｊ
倒
似
創
〆
削
〆
ｊ
引
例
〆
削
〆
例
〆
〆
〆
＃
〆
削
〆
〆
到

近
江
・
美
濃
・
伊
勢
の
三
国

と
の
境
界
近
い
、
鈴
鹿
山
脈
の

麓
の
多
賀
町
佐
目
の
十
兵
衛
屋

敷
を
、
「
坂
本
城
を
考
え
る
会
」

の
研
修
で
訪
れ
た
。
・

明
智
光
秀
公
は
、
青
年
時
代

は
十
兵
衛
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

メ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
部
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ

美
濃
の
齋
藤
道
三
の
岐
阜
城
落

城
後
、
彼
は
叔
父
と
共
に
隣
国

の
土
地
勘
の
あ
る
多
賀
に
潜
伏

し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

屋
敷
跡
は
多
賀
大
社
近
く
に
あ

り
、
佐
目
在
住
の
子
孫
の
人
々

に
、
古
文
書
と
口
伝
に
よ
り
、

整
備
保
存
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て

い
て
、
使
命
感
の
よ
う
な
光
秀

支
持
が
漂
っ
て
い
た
。
、
多
賀

大
社
近
く
の
「
近
江
戦
国
の
山

の
道
」
は
、
鈴
鹿
山
脈
十
七
の

峠
を
含
み
、
伊
勢
へ
の
古
道
と

重
な
っ
て
い
た
。
佐
目
の
人
々

は
、
古
道
の
入
り
口
に
住
み
、

関
所
の
番
人
と
な
り
、
伊
勢
参

り
の
旅
人
や
多
賀
を
守
る
役
割

が
産
出
さ
れ
、
刀
剣
を
製
作
す

る
金
属
加
工
集
団
が
住
み
、
人
々

は
四
百
度
か
ら
千
度
の
高
温
で

の
製
鉄
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
炉
は
、
身
体
の
右
側
に
置

か
れ
た
の
で
、
高
温
で
右
目
が

さ
ら
さ
れ
た
た
め
、
損
傷
が
ひ

は多らて目智し
賀と、付家て

雲蝉鯉

（

て
い
た
◎
こ
れ
ら
の
人
々
は
研
修
会
で
あ
っ
た
。

一
左
目
の
人
々
」

…
と
し
て
生
活
し
、

時
代
の
変
還
で

余
儀
な
く
さ
れ
た
集
団
が
で
き
一
あ
る
と
推
測
し
、
励
ま
さ
れ
る

ど
く
、
左
目
に
頼
っ
た
生
活
を
二
部
は
、
こ
の
多
賀
の
佐
目
で

光
秀
公
と
関
連
の
あ
る
井
戸
、

間
道
入
り
口
、
優
雅
な
石
組
み

の
庭
園
の
あ
る
十
兵
衛
屋
敷
跡

等
を
大
切
に
守
り
、
誇
り
高
い

住
民
の
意
識
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

光
秀
公
の
潜
伏
期
に
お
い
て
、

銃
や
漢
方
等
の
知
識
、
深
い
文

化
的
素
養
も
、
多
賀
で
の
目
付

け
役
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
可

能
だ
っ
た
と
推
測
で
き
た
。
ガ

イ
ド
の
女
性
は
、
こ
の
佐
目
近

隣
の
者
の
多
く
は
、
大
山
崎
の

戦
場
へ
迷
わ
ず
駆
け
付
け
た
と

解
説
し
た
。

彼
な
り
の
理
想
的
な
平
穏
な

社
会
の
到
来
を
求
め
て
、
時
代

に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
挑
戦
的

に
生
き
た
光
秀
公
の
迫
力
と
そ

の
後
ほ
ぼ
二
百
五
十
年
間
の
大

戦
の
な
い
江
戸
時
代
の
原
点
の

後 がり‐司

佐
目
」
と
な

、
現
在
に
鑿

っ
て
い
る
。

四
百
五
十
年

の
現
在
も
、

I調 享配’

料主閉拭話

明
智
光
秀
と
い
え
ば
、
少
し

前
ま
で
天
下
人
を
裏
切
っ
た
謀

反
人
と
い
》
フ
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

人
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
織
田
信
長
や
そ
一

の
政
権
、
家
臣
団
、
そ
し
て
本

能
寺
の
変
に
閨
す
る
研
究
が
進

み
、
さ
ら
に
大
河
ド
ラ
マ
「
騏

麟
が
く
る
」
の
放
映
を
き
っ
か

け
に
、
明
智
光
秀
が
改
め
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

近
年
発
見
さ
れ
た
資
料
を
中
心

に
、
著
し
く
進
展
し
て
い
る
明

智
光
秀
研
究
の
一
端
を
紹
介
し

テﾃテﾃｱ＝音声~完弓、.－ｺ-.

菱言昂岡
山
市
の
林
原
美
術
館
が
所

蔵
し
て
い
る
古
文
書
で
、
２
０

１
１

企

配

君

ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

○

１
４
年
に
公
表
さ
れ
た
際
に
は
、

大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
織
田

信
長
と
長
宗
我
部
氏
の
関
係
に

関
わ
る
書
状
群
で
す
．

土
佐
か
ら
起
っ
た
長
宗
我
部

元
親
は
周
辺
に
勢
力
を
広
げ
る

過
程
で
、
織
田
信
長
と
通
じ
ま

し
た
。
そ
の
取
次
役
と
な
っ
た

の
が
明
智
光
秀
で
す
。
信
長
は

畿
内
か
ら
東
国
・
中
国
地
方
に

支
配
を
ひ
ろ
げ
、
ま
た
長
宗
我

部
元
親
は
信
長
よ
り
「
四
国
切

取
次
第
」
の
保
証
（
朱
印
状
を

得
た
と
い
う
が
現
存
し
な
い
）

を
得
て
、
土
佐
か
ら
阿
波
。
伊

予
等
に
勢
力
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
双
方
の
勢
力
範
囲
が
直
接

接
し
な
い
う
ち
は
問
題
な
か
つ

一
た
の
で
す
が
、
阿
波
の
三
好
氏

が
信
長
に
下
っ
て
か
ら
、
関
係

が
こ
じ
れ
て
き
ま
す
。
降
伏
し

て
き
た
三
好
氏
に
所
領
を
残
そ

差
つ
と
す
る
信
長
と
、
「
切
取
吹

一
第
」
の
言
葉
を
た
て
に
、
三
好

一
氏
領
へ
の
侵
攻
を
続
け
る
長
宗

一
我
部
氏
。
明
智
光
秀
は
そ
の
間

一
に
立
っ
て
、
何
と
か
戦
争
を
回

避
し
よ
う
と
し
ま
す
。
「
石
谷

家
文
書
」
に
は
、
衝
突
回
避
の

一
た
め
、
光
秀
が
長
宗
我
部
氏
を

～

蝋轆鶴蕊篝輔溌蕊鎚蕊豊溌蕊灘灘謹職謹唾鯉蕪麺迩望唾蕊醗墾
〆

｝

（
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溌
針
薬
意
溌
蕊
〕

蚕
蕊
穆
為
燕
燕
唇
藝
蕊
蕊

復
鶏
報
鶏
報
對
韻
溌
縦
醍
抵
瀞
織
瀞
報

熊
本
市
内
で
発
見
さ
れ
、
２

０
１
４
年
に
発
表
さ
れ
た
個
人

蔵
「
米
田
家
文
書
」
に
あ
る
医

術
書
で
す
。
た
だ
発
表
当
初
は

そ
の
紙
背
に
記
さ
れ
て
い
た

「
幻
の
信
長
上
洛
作
戦
」
の
方

真
蟄
に
説
得
す
る
書
状
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
四
国
問
題
の
概
略
で

三
好
氏
と
関
係
が
深
い
羽
柴
秀

吉
と
の
派
閥
争
い
の
意
味
も
含

め
て
、
本
能
寺
の
変
の
一
因
と

捉
え
る
研
究
者
も
多
く
い
ま
す
。

i岐阜城と明智城趾、
バス研修ご参加を

とき10月22日（土）
出発JR比叡山坂本駅B:OO

下阪本支所前B:10,

JR大津駅バス停B:40

帰着JR大津駅バス停18:OO
参加費ワ,OOO円（昼食付き）
申し込み先着25人

会長河村益孝

070-5507-7350

事務 局 山 本 正 史
090-1671-1236

コロナの感染状況により中止

、することもあります 」

L

に
関
心
が
集
ま
り
、
光
秀
に
関

す
る
記
述
が
注
目
さ
れ
た
の
は

２
０
１
８
年
に
熊
本
県
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
細
川
ガ
ラ

シ
ャ
展
」
で
公
開
さ
れ
て
か
ら

で
し
た
。

こ
の
「
針
薬
方
」
は
足
利
義

昭
に
仕
え
た
米
田
貞
能
が
１
５

６
６
年
（
永
禄
９
年
）
に
当
地

坂
本
で
書
写
し
た
も
の
と
伝
わ
っ

て
い
て
、
元
の
本
の
奥
書
に

「
こ
の
書
は
明
智
十
兵
衛
尉
が
、

近
江
国
高
島
郡
の
田
中
城
に
籠

城
し
た
際
に
医
薬
の
秘
伝
を
ま

と
め
た
も
の
」
と
記
さ
れ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。

加
賀
前
田
家
に
仕
え
た
兵
学

者
関
谷
政
春
が
見
聞
き
し
た
逸

話
を
集
め
た
江
戸
時
代
初
期
の

書
物
で
す
。
後
世
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
信
ぴ
ょ
う

性
は
低
い
で
す
が
、
本
能
寺
の

変
に
参
戦
し
た
武
士
か
ら
の
聞

旧
Ｊ
き
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
点

で
貴
重
で
す
。

資
料
自
体
は
以
前
か
ら
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

２
１
年
に
明
智
光
秀
に
関
連

ソ
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
、
改

垂
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ソ
特
に
注
目
を
集
め
た
の
は
、

”
本
能
寺
の
変
の
際
、
本
能
寺

画
一
の
信
長
宿
所
へ
の
攻
撃
は
家

↑
臣
ら
の
斎
藤
利
三
ら
に
任
せ
、

』
光
秀
自
身
は
京
の
南
、
烏
羽

竺
た
だ
史
料
の
性
格
上
、
全

に
布
陣
し
た
。
と
い
う
記
述

で
す
。

篭
舗
臆
繕
溺
幽

こ
れ
に
よ
り
、
光
秀
に
は
医

術
の
知
識
が
あ
り
、
永
禄
９
年

よ
り
前
に
湖
西
で
活
躍
し
た
こ

と
が
分
か
り
、
謎
に
包
ま
れ
た

光
秀
の
前
半
生
が
少
し
見
え
て

き
ま
し
た
。

Ｊ
ｆ
ｌ
ト
ー
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
Ⅱ
ト
ー
Ｉ
Ｉ
Ｐ
．
’
ｊ
ト
ー
ー
ト
ー
‐
Ｉ
Ｄ
‐
Ｉ

も
か
く
と
し
て
、
信
長
を
討
つ
、

と
い
う
重
要
な
局
面
に
お
い
て
、

鳥
羽
の
よ
う
な
遠
い
場
所
に
い

た
と
は
考
え
に
く
い
と
思
い
ま

す
。

も
う
一
つ
、
注
目
す
べ
き
記

述
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
従

来
同
一
人
物
と
い
わ
れ
て
い
た

「
明
智
弥
平
次
秀
満
」
と
「
明

智
左
馬
之
助
」
を
明
確
に
別
人

と
し
て
扱
っ
て
い
る
点
で
す
。

湖
水
渡
り
の
逸
話
で
坂
本
城
と

関
係
の
深
い
人
物
で
す
が
、

「
乙
夜
」
で
は
、
「
秀
満
」
は

明
智
光
秀
の
娘
婿
で
知
行
一
万

五
千
石
の
重
臣
、
「
左
馬
之
助
」

は
知
行
五
千
石
の
「
御
モ
ッ
立
」

い
た
め

か
は
わ

か
り
ま

せ
ん
。個

人

的
に
は

本
能
寺

の
攻
撃

自
体
に

参
戦
し

て
い
た

か
ど
う

か
は
と

面
的
に
信
用
で
き
る
も
の
で
な

い
た
め
、
実
際
ど
う
だ
っ
た
の

親
子
で
甲
冑
を
着
て
、
お
も

て
な
し
活
動
を
し
て
い
る
北
海

浩
司
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
西
教

寺
や
多
賀
町
佐
目
な
ど
で
お
も

て
な
し
活
動
を
し
て
い
る
。

今
回
は
坂
本
城
祉
公
園
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
一
緒

に
な
っ
て
出
没
し
、
坂
本
城
や

光
秀
公
の
良
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

出
没
し
、
「
坂
本
城
・
光
秀
』

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
そ
う
で
す
。

乞
う
ご
期
待
。
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